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１．検討の背景

国のスポーツ施設に対する考え方

「量」的充実：
地域に存在する多様なスポーツ施
設の有効活用の推進
スポーツが気軽にできる場として
の公園、広場、緑道等のオープン
スペース等、施設以外にもスポー
ツができる場を住民ニーズに応じ
て知恵と工夫により創出

「質」的充実：
民間の資金・ノウハウを活用した
スポーツ施設の収益性や魅力を向
上させる取組の推進
スポーツ施設の老朽化に関する情
報提供や施設の構造体・非構造部
材の耐震化等の対応

国民の心身の健全な発達、明るく豊かな国民生活の形成、活力ある社会の実現及び国際社会の調和ある発展に寄与することを目的とした「スポーツ基本
法」が制定され、その前文には、「全ての国民がその自発性の下に、各々の関心、適性等に応じて、安全かつ公正な環境の下で日常的にスポーツに親しみ、
スポーツを楽しみ、又はスポーツを支える活動に参画することのできる機会を確保されなければならない」と明記されている。
中でも、スポーツ基本計画は、スポーツ基本法第9条に規定され、同法の理念を具体化し、国、地方公共団体及びスポーツ団体等の関係者が一体となって

スポーツ立国の実現を目指すための重要な指針となっている。

スポーツ基本法の制定

令和４年(２０２２年)３月には第３期スポーツ基本計画が策定

基本計画の中で取り扱う「スポーツ」は、
「する」「みる」「ささえる」という様々な形での「自発的
な」参画を通して、「楽しさ」や「喜び」を感じることに本質
を持つものとして捉える。ことが、人々の生活や心をより豊か
にする「Well-being」(人々の満足度)の考え方にもつながると
されており、スポーツを通じて、他の分野にも貢献し、優れた
効果を波及したり、様々な社会課題を解決したりすることがで
きるという社会活性化等に寄与するとされている。(地域社会
の再生、健康長寿社会の実現、国民経済の発展など)

こうしたことから、地域に
おいて、住民の誰もが気軽に
スポーツに親しめる
「場づくり」の実現に向け、
スポーツ推進に不可欠な、
「ハード」「ソフト」等と
いった、基盤を確保・強化
が推進されることとなった。

国の第３期スポーツ基本計画

①「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン」等の情報提供等を通じて、地方公共団体が行
う個別施設ごとの老朽化対策や再整備等に関する個別施設計画の策定を促進。

②学校体育施設の有効活用について、「学校体育施設の有効活用に関する手引き」の策定等を通
じて地方公共団体の取組を推進。

③オープンスペース等を活用したスポーツの場の創出やスポーツ施設のバリアフリー・ユニバー
サルデザイン、ＰＰＰ等による民間活用等について、各種の講習会の開催等による情報提供を
通じて地方公共団体の取組を推進。

④社会経済の変化に伴う住民ニーズ（量・質）の変化に応じた計画的なストックマネジメント
（※）の下で、地域において、住民の誰もが気軽にスポーツに親しむことができる場の量的、
質的な充実がなお一層求められている。

スポーツ基本計画に基づき取り組む施策

ストック適正化の下、既存施設の有効活用やオープンスペース等のスポー
ツ施設以外のスポーツができる場の創出、性別、年齢、能力等にかかわら
ず誰もがスポーツを行いやすくするユニバーサルデザイン化の推進等によ
り、安全で持続可能な地域スポーツ環境の量的・質的充実を図る。
その結果として、対策の優先順位の考え方等を記載した質の高い個別施
設計画の策定率を令和８年度末に11％（令和元年度末）から50％とする。

※施設の集約・複合化を含めた戦略的な維持管理・更新や既存施設の有効活用等を総合的に進めるもの。



＜基本理念＞
私達が生涯にわたってスポーツに親しむことは、心身の健康の保持・増進や明るく豊かで活力に満ちた社会を形成するために非常に重要なこ

とです。少子高齢化の進展、生活の利便性向上などを背景にスポーツに対するニーズは多様化しています。その中で全ての市民が元気で活動的、
健康的な生活習慣を送ることで、健康寿命の増進、生活の質を向上させるため、「“するスポーツ”、“みるスポーツ”、“ささえるスポーツ”、“伊
丹ならではのスポーツ”を推進し、すべての市民がアクティブライフを楽しむことができる環境を創る」を本計画の基本理念（ビジョン）とし、
市民スポーツを推進します。

施策２-６ 生涯学習・スポーツ（大綱２ 育ち・学び・共生社会）
基本方針 生涯にわたって、主体的に学び、スポーツに親しむことが

できるまち
取組の方向性 市民が良好な環境でスポーツを実践できるよう、スポーツ

施設を適切に維持管理します。

こうした背景のもと、これまで本市においては、市民がいつでも、どこでも気軽に運動やスポーツに親しむことができるよう「生涯スポーツ社会の
実現」を目指して、本市のスポーツに係る施策を展開してきました。
一方で、本市のスポーツ施設については、市民のスポーツに対するニーズ等の変化及び伊丹スポーツセンターや緑ケ丘体育館等をはじめとしたス

ポーツ施設の老朽化などの対応が課題となっています。
これらの課題に対応し、持続可能な地域スポーツ環境の確保・充実を図るため、施設の老朽度等の評価基準、施設の集約・複合化、既存施設や民間

施設の有効活用に向けた方針の整理、老朽化対策に必要な施設の改修・更新費用の平準化等、本市のスポーツ施設全体の適正化（ストック・マネジメ
ント）に関する方針について検討する必要があります。
その際には、公共施設における中長期にわたる効率的な維持管理による財政負担の平準化を目指すために国が策定した「インフラ長寿命化基本計

画」や、地方公共団体ごとに、どのような施設がどの程度必要になるのか、将来の人口動態やスポーツの実施状況、スポーツ施設の利用状況等を踏ま
え、集約化、複合化等を進めるために国が策定した「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン」を参考にします。

伊丹市 第６次総合計画

伊丹市スポーツ推進計画

伊丹市のスポーツ施設に対する考え方
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２．スポーツ施設等の現状

① 本市の人口推移
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施設マネジメント課提供(国勢調査結果および社人研推計より作成）

本市の人口推計を見ると、短期的には大幅な人口減少はみられないものの、長期的には、2020年(令和2年)をピークに減少し、2050
年(令和32)年には16.5万人になると見込まれています。
また、年齢構成別の人口割合の推移をみると、年少人口割合と生産年齢人口割合がともに減少する中で、高齢者人口割合は増加で推

移することが予想されています。
このような人口構成の変化や、それに伴う税収の減少が将来的に予測されることから、多種・多様化する市民ニーズへの対応するた

めに、適正なスポーツ施設の総量規模や配置等を検討していく必要があります。 3



② 主なスポーツ施設、学校、民間施設の分布等
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【凡例】

：体育施設に位置付けるスポーツ施設、
県立等公共的スポーツ施設等

：学校体育施設（小・中学校、高等学校）
：民間スポーツ施設

体育施設条例に位置付けるスポーツ施設・県立等公共的スポーツ施設等

①伊丹スポーツセンター ⑫堀池運動広場

②緑ケ丘体育館・緑ケ丘武道館
緑ケ丘プール

⑬市立相撲場

③稲野公園運動施設 ⑭瑞ケ池トリムランニングコース

④ローラースケート場 ⑮昆陽池トリムランニングコース

⑤荒牧運動広場 ⑯ラスタホール

⑥猪名川第1・第2運動広場 ⑰スワンホール

⑦猪名川第3・第4運動広場 ⑱アイ愛センター

⑧猪名川テニスコート ⑲県立西猪名公園

⑨市立野球場 ⑳スカイランドHARADA

⑩古池運動広場 ㉑(公財)修武館

⑪神津第1・第2運動広場

民間スポーツ施設
（営利運営施設※）

水泳関係 2施設

フィットネス・ト
レーニング関係
※プール併設1施設

17施設

ヨガ関係 4施設

体操関係 3施設

ダンス関係 2施設

ボクシング関係 2施設

ゴルフ関係 3施設

テニス関係 1施設

卓球関係 1施設
※ジム･フィットネス･スポーツクラブ検索･比較サイトAsreet兵庫（‘23.10.2時点）から引用

民間スポーツ施設
（福利厚生施設）

野球場 2施設

陸上競技場 3施設

陸上競技場 2施設

屋外プール １施設

テニスコート
3施設
28面

21

4



■伊丹市立体育施設条例に位置付けるスポーツ施設

「伊丹市体育施設条例」に位置付ける市内のスポーツ施設は、総じて築後30～40年以上が経過し、中でも伊丹スポーツセンターは築
後50年以上が経過するなど、いずれの施設も老朽化が進んでいることから、長期的な視点にたった施設の修繕や改修費用等の確保が
必要です。

施設名 建築年/築年数※ 種類・機能

伊丹スポーツセンター 1973年/50年 陸上競技場、野球場、テニスコート13面、体育館、室内プール、クラブハウス

緑ケ丘体育館・緑ケ丘武道館、緑ケ丘プール 1982年/41年
第1体育室(競技フロア)、第2体育室(武道場)、第3体育室(会議室兼体育室)
屋外プール

稲野公園運動施設 1984年/39年 自転車広場、運動広場、卓球場(管理棟内)

ローラースケート場 1982年/41年 スピードリンク、ホッケーリンク

荒牧運動広場 1981年/42年 現在閉鎖中 ※テニスコート4面(クレー2面、全天候2面)、バスケットコート2面

猪名川第1・第2運動広場 1976年/47年 グラウンド

猪名川第3・第4運動広場 1995年/28年 グラウンド

猪名川テニスコート 1981年/42年 クレーコート2面

市立野球場 1966年/57年 野球場1面

古池運動広場 1981年/42年 グラウンド

神津第1・第2運動広場 1981年/42年 グラウンド

堀池運動広場 1979年/44年 グラウンド

市立相撲場 1982年/41年 相撲場

瑞ケ池トリムランニングコース 1978年/45年 ランニングコース

昆陽池トリムランニングコース 1978年/45年 ランニングコース

※荒牧運動広場以下は開設年/築年数で記載
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■体育施設条例に位置付けるスポーツ施設で実施できる主な種目

施設名称
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伊丹スポーツセンター ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● トレーニングルーム、健康遊具
屋内プール
体育館空調なし

緑ケ丘体育館・武道館 ● ● ● ● ● ● ● 体育館空調なし

緑ケ丘プール ● 屋外プール

稲野公園運動施設 ● ● 変形自転車、健康遊具

ローラースケート場 ●

荒牧運動広場 ●

市立野球場 ● ●

猪名川第１・第２運動広場 ●

猪名川第３・第４運動広場 ● ●

猪名川テニスコート ●

古池運動広場 ● ●

神津第１・第２運動広場 ●

堀池運動広場 ● ● ●

市立相撲場 ●

瑞ケ池トリムランニングコース ランニング、ウォーキング

昆陽池トリムランニングコース ランニング、ウォーキング

伊丹スポーツセンターは、屋内外問わず、多種目が実施可能な総合型スポーツ施設となっています。
また、緑ケ丘体育館・武道館は、屋内の多種目が実施可能なスポーツ施設となっています。
この他、猪名川第１～第４運動広場をはじめとした屋外施設の多くは、一部の種目のみ実施可能となっている他、市内の公

園や緑地等でも、日常的なウォーキング、ランニングやラジオ体操などが行われています。 6



■体育施設条例に位置付けるスポーツ施設以外で ■主な民間スポーツ施設
スポーツができる主な公共施設等

市内には、体育施設条例に位置付けるスポーツ施設以外にもスポーツができる施設が点在しています。
公共施設のうち小・中学校の学校体育施設の多くは、「学校施設開放事業」の一環で市民のスポーツ活動の場などとして広く開放し

ています。
また、社会教育施設等に併設されたフィットネス施設や体育館、プール等においても、日頃から多くの市民が利用しています。
一方で、民間スポーツ施設は、各企業の社員向けの福利厚生施設と営利を目的として運営されるスポーツ施設に分けられ、福利厚生

施設は、原則として一般市民が利用できるものではありませんが、営利を目的としたスポーツ施設は、近年フィットネスジム等が数多
くオープンし、公共施設と並び、市民のスポーツ活動の場となっています。

種別 施設名 種類・機能

学校体育
施設

市立小学校（17校）
体育館・グラウンド・プール
相撲場（花里小のみ）

市立中学校（8校）
体育館・武道場・グラウンド・
テニスコート

市立高等学校（1校）
体育館・武道場・グラウンド・
テニスコート

社会教育
施設等

ラスタホール
フィットネス(トレーニングジム、
スタジオ、プール)

スワンホール 体育館、トレーニングルーム

アイ愛センター 温水プール、フィットネスルーム

県立等公共
的スポーツ

施設

県立西猪名公園
テニスコート、球技場、
ウォーターランド

スカイランドHARADA 多目的運動広場

(公財)修武館 武道場

種別 施設種別 施設数

営利運営施設※

水泳関係 2施設

フィットネス・トレーニング関係
※プール併設1施設

17施設

ヨガ関係 4施設

体操関係 3施設

ダンス関係 2施設

ボクシング関係 2施設

ゴルフ関係 3施設

テニス関係 1施設

卓球関係 1施設

※ジム･フィットネス･スポーツクラブ検索･比較サイトAsreet兵庫（‘23.10.2時点）から引用

種別 種類・機能

福利厚生施設

野球場（2施設）

陸上競技場（3施設）

陸上競技場（2施設）

屋外プール（１施設）

テニスコート（3施設28面）
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■主な学校体育施設 （●…施設開放で使用中、〇…一部、施設開放で使用中、※…施設開放を行っていない）

■主な社会教育施設等 （〇…障がい団体、ボランティア団体のみ利用可能）
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障害者福祉センター
（アイ愛センター）

○ ● ● ○ ● 軽い運動は可能
フィットネスルーム、屋内プール、大集会室、
屋外訓練場

生涯学習センター
（ラスタホール）

● ● ●
フィットネスルーム、屋内プール、多目的ルー
ム、多目的室(卓球)

労働福祉会館
（スワンホール）

● ● ● ● ● 体育館、多目的ホール、多目的室

学校体育施設は、「学校施設開放事業」の一環で、小学校では17校でグラウンドや体育館など多様な種目の実施に活用しています。
また、中学校では現在部活動が行われているため、体育館・武道館のみが利用可能となっています。
一方で、市立高等学校は、テニスコートのみ一部利用されていますが、グラウンドや体育館などは開放を行っていません。
この他、社会教育施設等では、屋内競技の種目が実施可能となっています。

施設名称

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

卓
球

体
操
・
ダ
ン
ス

剣
道
・
な
ぎ
な
た

柔
道
・
空
手

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

テ
ニ
ス

陸
上
競
技

水
泳

相
撲 その他 備考

市立小学校(17校)
グラウンド、体育館、プール

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ※
・全校体育館空調導入予定（R6、7年度）
・プールを一部使用（2校：SC21が中心）
・相撲場は花里小学校内にあり

市立中学校(8校)
体育館、武道場、テニスコート

● ● ● ● ● ● ● ※ ※ ※ 〇 ※ ※
・全校体育館空調導入予定（R6、7年度）
・テニスコートを一部使用（4校）

市立高等学校(1校)
グラウンド、体育館、テニスコート

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 〇 ※ ※
・体育館空調導入予定（R7年度）
・テニスコートを一部使用
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■市内の主な県立等公共的スポーツ施設

■市内の主な民間スポーツ施設（●…市、教育委員会主催事業に限り使用可、※…施設利用不可）

施設名称

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

卓
球

体
操
・
ダ
ン
ス

剣
道
・
な
ぎ
な
た

柔
道
・
空
手

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

テ
ニ
ス

陸
上
競
技

水
泳

相
撲 その他 備考

福
利
厚
生
施
設

住友総合グランド ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
陸上競技場、体育館、野球場、
テニスコート、屋外プール

クボタ伊丹総合グラウンド ※ ※ ※ ※ ※ 陸上競技場、野球場、テニスコート

三菱電機総合グランド ※ ※ ※ ※ 運動広場、テニスコート

営利施設 ※ ※ ※ ●
フィットネス、トレー
ニング、ヨガ、ボクシ
ング、ゴルフ等

市内でスポーツができる施設のうち、県立西猪名公園とスカイランドHARADAは、いずれも他市との境界に位置し、屋外競技の一部
が実施可能となっており、修武館では、なぎなたなどが実施されています。
また、民間スポーツ施設のうち、各企業の福利厚生施設は、一般市民の利用は不可となっていますが、現在、住友総合グランドは、

市・教育委員会が主催する各種スポーツ大会や教室などに限って利用することが出来ることになっています。
営利施設のうち、スイミング施設では、令和６年度より教育委員会主催の「夏季自由プール事業」で連携事業を行います。

施設名称

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

卓
球

体
操
・
ダ
ン
ス

剣
道
・
な
ぎ
な
た

柔
道
・
空
手

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

テ
ニ
ス

陸
上
競
技

水
泳

相
撲 その他 備考

県立西猪名公園
（テニスコート、球技場）

● ● ● ●
ウォーターランド
（水遊施設）

川西市との境界に位置

スカイランドHARADA
（多目的運動広場）

● ● ● 豊中市との境界に位置

(公財)修武館
（武道場）

●
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(参考)公共施設のスポーツ利用の現状と民間スポーツ施設の特徴

（１）公共施設のスポーツ利用の現状

（２）公共スポーツ施設と民間スポーツ施設の違い(特徴)

施設名 主な利用状況

公共スポーツ施設

伊丹スポーツセンター
緑ケ丘体育館等
ローラースケート場
稲野公園運動施設
荒牧運動広場
その他施設(屋外グラウンド等)

• 団体・個人による市民の生涯スポーツ活動
• 団体・個人による市民の競技スポーツの練習
• 市、各種目協会による主催事業、競技大会の開催
• 指定管理者、団体等によるスポーツ教室等の開催

その他スポーツが
できる公共施設

学校体育施設
（学校施設開放事業）
その他の施設

ラスタホール
スワンホール
アイ愛センター

公園・広場等

• スポーツクラブ21など地域スポーツ活動(学校施設開放事業)
部活動

• 市民の生涯スポーツ活動
• 市民・団体等の生涯スポーツ活動、競技スポーツの練習
• 障害者のスポーツ活動
• ウォーキング等の日常的なスポーツ活動

公共スポーツ施設

• 公共性が強く、非営利目的

• 全市民対象

• 団体・サークル利用が多い(コミュニティの醸成)

• 大会利用から市民スポーツ活動まで幅広い利用

• 長期的に市民が利用可能な施設や設備の導入、開館時間等の設定

民間スポーツ施設

• 営利目的、社員の福利厚生目的

• 採算性がなければ撤退の可能性有

• 会員のみが対象で限定的

• 個人利用が多い（個人の体力強化目的等）

• 特定のスポーツや専門的なプログラムに特化

• 顧客のニーズにあわせた最新の施設や設備の導入、開館時間等の設定

(24時間営業等)
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単位：人

施設名 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2 R3 R4 R5

伊丹スポーツセンター
（体育館、陸上競技場、テニスコート等）

371,803 407,204 273,512 351,010 348,557 335,374 222,113 304,327 314,863 318,371

緑ヶ丘体育館・武道館等 91,194 92,354 105,510 69,198 68,170 65,679 48,692 63,970 68,785 69,570

緑ヶ丘プール 29,578 33,650 37,300 32,248 28,230 25,788 16,896 17,143 28,431 34,174

稲野公園運動施設
（H30～旧ゲートボール場でのイベント参加者除く）

70,991 75,705 67,876 64,328 62,909
49,715

(48,107)
40,223 48,696

53,646
(52,633)

62,253
(59,922)

ローラースケート場 28,558 30,652 26,639 25,915 25,801 26,351 20,139 22,872 23,282 21,938

市立野球場 52,945 55,660 57,515 56,045 47,170 35,250 750 33,300 30,900 31,250 

猪名川第1～第4運動広場 26,190 160,985 151,955 137,200 35,760 159,136 118,900 136,750 134,400 127,750 

古池運動広場 38,905 33,780 25,490 31,410 30,000 29,000 22,600 18,950 19,880 21,560 

合 計 710,164 889,990 745,797 767,354 646,597 726,293 490,313 646,008 674,187 686,866

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2 R3 R4 R5

緑ヶ丘体育館体育館等

緑ヶ丘プール

稲野公園運動施設

ローラースケート場

市立野球場

猪名川第1～第4運動広場

古池運動広場

伊丹スポーツセンター

主な公共スポーツ施設の利用者数の推移は、直近10年で見ると、コロナの影響もあり、一時的に減少しましたが、全体的には微減
又は横ばい状態となっています。今も多くの市民に多様なスポーツ活動で利用されており、中でも伊丹スポーツセンター、猪名川運
動広場、緑ヶ丘体育館・武道館等については、利用者数の多さから、公共スポーツ施設の中核的な役割を担っています。

（注）その他利用者数の特別な減少原因
・スポーツセンターの平成28年度：体育館耐震工事
・市立野球場の令和2年度：雨水調整池築造工事
・猪名川運動広場の平成25,26,30年度：災害復旧工事

③ 主な公共スポーツ施設の利用者推移（直近10年間）

左軸

右軸
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■伊丹スポーツセンターの利用者数推移(H21～R5)
単位：人

施設全体の利用者数について、コロナ禍による利用制限が緩和・解除された令和３年度以降は毎年上昇傾向にあるものの、「体
育館全施設」及び「室内プール」の利用者数が伸び悩んでいることから、コロナ前の利用者数までは回復していません。
一方で、施設全体では約32万人が利用しており、他の公共スポーツ施設と比較しても利用者数が多いことから、市内の中核施設

として多くの市民に利用されている状況となっています。

※体育館全施設…競技フロア、剣道場、多目的室、
トレーニングルーム、卓球場、柔道場、クラブハウス

※H28の体育館全施設は耐震化工事実施により減少している。
R5陸上競技場はⅣ種公認改修工事により1ヵ月間利用停止。

70,000

90,000

110,000

130,000

150,000

170,000

190,000

15,000

25,000

35,000

45,000

55,000

65,000

75,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2 R3 R4 R5

室内プール 野球場 陸上競技場 ﾃﾆｽｺｰﾄ 体育館全施設

施設名 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2 R3 R4 R5

体育館全施設※ 118,954 121,673 128,350 141,853 146,314 147,692 178,675 
53,741

（※）
141,001 140,473 136,123 83,831 138,947 133,553 126,556 

室内プール 56,826 64,390 65,349 66,922 66,684 68,910 65,694 59,965 63,705 60,506 57,113 31,584 39,249 45,308 48,941 

野球場 38,186 40,856 37,754 39,127 33,843 34,807 31,303 29,566 27,674 28,256 23,092 18,247 23,168 28,938 33,258 

陸上競技場 68,820 63,061 64,577 60,759 56,822 53,353 63,653 63,709 57,295 57,923 62,055 34,821 41,800 45,853 
49,896

（※）

ﾃﾆｽｺｰﾄ 60,599 58,845 58,747 65,262 62,832 67,041 67,879 66,531 61,335 61,399 56,991 53,630 61,163 61,211 59,720 

合計 343,385 348,825 354,777 373,923 366,495 371,803 407,204 273,512 351,010 348,557 335,374 222,113 304,327 314,863 318,371 

左軸： 右軸：
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■緑ケ丘体育館・武道館、緑ケ丘プールの利用者数推移(H21～R5)

施設名 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2 R3 R4 R5

第1体育室
（競技フロア）

49,155 48,984 49,064 48,832 52,301 65,809 65,186 79,449 45,572 44,026 42,135 32,693 43,362 46,207 46,370 

第2体育室
（武道館）

17,217 18,044 16,884 17,513 16,335 15,414 17,275 16,136 14,480 15,062 14,479 9,928 12,424 13,859 14,602 

第3体育室
（体育室兼会議室）

8,796 8,600 8,863 9,547 10,909 9,971 9,893 9,925 9,146 9,082 9,065 6,071 8,184 8,719 8,598 

プール(大人) 14,823 17,326 16,037 16,673 16,581 13,657 16,605 18,575 16,503 14,648 12,152 8,482 8,620 14,373 16,298 

プール(小人) 19,406 20,743 18,123 18,440 19,069 15,921 17,045 18,725 15,745 13,582 13,636 8,414 8,523 14,058 17,876 

合計 109,397 113,697 108,971 111,005 115,195 120,772 126,004 142,810 101,446 96,400 91,467 65,588 81,113 97,216 103,744 

単位：人

施設全体の利用者数について、コロナ禍による利用制限の緩和・解除された令和3年度以降は毎年上昇傾向にあり、令和5年度
は、コロナ前と同程度の利用者が利用している。
各施設をみてみると、第2体育室、第3体育室は種目が限定されるため、利用者が少なくなっていますが、第1体育室については、

多種目ができるため、多くの市民に利用されています。
プールは、令和5年度に教育委員会主催の「夏季自由プール事業」を実施したこと等により利用者数が増加した結果、コロナ禍以

前と同程度の利用者となっています。
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第2体育室 第3体育室 プール（大人） プール（小人） 第1体育室右軸：左軸：
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■稲野公園運動施設の利用者数推移(H21～R5)

■ローラースケート場の利用者数推移(H21～R5)

施設名 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2 R3 R4 R5

変形自転車 29,815 25,784 24,992 30,323 35,632 41,507 45,854 40,840 40,812 38,279 37,158 25,523 29,920 34,427 39,990 

運動広場 18,286 16,997 17,783 19,136 19,110 18,436 18,819 16,636 14,869 15,422 3,451 8,881 11,228 10,700 11,150 

卓球場 8,968 7,268 7,274 7,102 7,438 7,658 7,944 8,412 8,647 9,208 7,498 5,819 7,548 7,506 8,782 

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場
（～H30）

4,305 4,300 4,024 3,818 3,971 3,390 3,088 1,988 0 － － － － － －

合計 61,374 54,349 54,073 60,379 66,151 70,991 75,705 67,876 64,328 62,909 48,107 40,223 48,696 52,633 59,922 

（参考）H30～旧ゲート
ボール場でのイベント

－ － － － － － － － － 0 1,608 0 0 1,013 2,331

単位：人

ローラースケート場の令和５年度利用者数は約22,000人となり、コロナ禍前の平成30年度のコロナ前の利用者数までは回復してお
らず、中でも大人に比べ、小人の利用者数が回復していない状況です。
また、ピーク時の平成27年度に比べ、8,700人程度（28％程度）減少している状況となっています。

施設名 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2 R3 R4 R5

ローラー(大人) 8,033 7,666 8,126 8,927 9,446 12,270 11,832 10,189 9,869 9,087 9,341 7,738 8,959 9,291 8,752 

ローラー(小人) 11,871 11,323 10,856 13,142 14,383 16,288 18,820 16,450 16,046 16,714 17,010 12,401 13,913 13,991 13,186 

合計 19,904 18,989 18,982 22,069 23,829 28,558 30,652 26,639 25,915 25,801 26,351 20,139 22,872 23,282 21,938 

単位：人

稲野公園運動施設全体の令和５年度利用者数は約60,000人となり、コロナ禍前の平成30年度の利用者数にまで回復しています。
そのうち、運動広場は利用者数が回復していない一方で、旧ゲートボール場は地域のにぎわいづくりのイベントでの活用により

利用者数が増加しています。
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■指定管理施設の収支状況

■管理運営に係る実質経費(市の負担)

各施設の直近５年間の収支状況をみてみると、伊丹スポーツセンターでは、令和４年度は市への納付金が発生する予定でしたが、
収支が悪化したことから、納付金を減額しました。さらに、令和５年度は市の委託料が発生することとなりました。
緑ヶ丘体育館では、公募の民間団体が管理運営を行っていますが、年間4,500万円程度の指定管理委託料が発生しています。

＜指定管理施設管理運営状況報告書より引用＞

※施設の建設・大規模改修等に係る市債償還などの経費は、支出に含まない。

※緑ケ丘体育館には、緑ケ丘武道館、緑ケ丘プール、猪名川運動広場、古池運動広場を含む。

施設名 伊丹スポーツセンター（非公募） <単位:千円> 緑ケ丘体育館（公募） <単位:千円>

年度
令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

2019 2020 2021 2022 2023 2019 2020 2021 2022 2023

市の収入 1,638 3,879 8,924 1,993 2,272 191 112 171 155 145 

(内、使用料収入) 922 908 938 934 1,143 191 100 85 0 0 

市の支出 1,711 29,137 15,622 5,898 34,718 42,167 47,487 49,145 43,046 47,031 

(内、指定管理委託料) 0 0 0 548 4,300 41,527 42,000 41,700 42,556 45,285 

実質経費（歳出－歳入） 73 25,258 6,698 3,905 32,446 41,976 47,375 48,974 42,891 46,886 

施設名 伊丹スポーツセンター（非公募） <単位:千円> 緑ケ丘体育館（公募） <単位:千円>

年度
令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

2019 2020 2021 2022 2023 2019 2020 2021 2022 2023

収入

使用料収入 119,458 89,351 123,062 118,914 118,766 17,932 14,138 19,340 21,241 22,784

事業収入 108,249 92,923 82,810 113,102 109,183 14,649 9,928 9,502 12,841 14,056

その他 19 33,527 14,883 83 120 608 5,284 1,605 946 1,127

指定管理委託料 0 0 0 548(注) 4,300 41,527 42,000 41,700 42,556 45,285

①合計 227,726 215,801 220,755 232,647 232,369 74,716 71,350 72,147 77,584 83,252

支出

維持管理 光熱水費 31,388 22,487 28,929 38,166 37,664 6,682 5,399 7,298 8,854 7,709

運営

清掃等委託料 27,764 32,707 37,249 39,993 38,581 7,000 6,230 10,680 10,680 10,680

土地建物賃料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

修繕料 6,060 6,274 6,290 5,892 5,701 6,827 7,198 7,131 7,001 9,358

人件費 143,908 113,223 85,449 87,922 95,417 23,308 19,957 26,597 24,737 26,656

事業等経費 8,803 21,941 34,659 50,362 47,630 31,161 24,911 21,969 21,125 20,675

その他 15,994 15,932 15,120 13,061 15,483 0 4,800 7,286 5,775 1,146

指定管理納付金 0 2,344 7,239 0(注) 0 0 0 0 0 0

②合計 233,917 214,908 214,935 235,396 240,476 74,978 68,495 80,961 78,172 76,224

③純収支（①－②） -6,191 893 5,820 -2,749 -8,107 -262 2,855 -8,814 -588 7,028

④ 主な公共スポーツ施設の収支の現状

注：光熱水費の高騰により当初予定していた納付金を減額し、委託料を発生させたため、本来であれば納付金が発生する予定であった。
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■指定管理施設の収支状況

■管理運営に係る実質経費(市の負担)

稲野公園運動施設では、指定管理委託料が発生しており、実質経費については、年間1,000万円程度発生しています。
また、ローラースケート場では、年間350万円程度の指定管理委託料が発生しています。

＜指定管理施設管理運営状況報告書より引用＞

※施設の建設・大規模改修等に係る市債償還などの経費は、支出に含まない。

施設名 稲野公園運動施設（非公募） <単位:千円> ローラースケート場（公募） <単位:千円>

年度
令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

2019 2020 2021 2022 2023 2019 2020 2021 2022 2023

収入

使用料収入 0 0 0 0 0 6,744 5,239 5,895 5,705 5,541

事業収入 0 0 0 0 0 1,801 829 1,222 1,875 1,728

その他 774 628 1,510 1,407 1,491 6 785 459 0 0

指定管理委託料 13,908 13,908 13,984 14,208 14,626 3,400 3,400 3,400 3,400 3,440

①合計 14,682 14,536 15,494 15,615 16,117 11,951 10,253 10,976 10,980 10,709

支出

維持管理 光熱水費 756 673 816 924 759 292 265 284 325 283

運営

清掃等委託料 6,595 6,122 6,735 6,864 7,106 0 0 0 0 0

土地建物賃料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

修繕料 736 742 775 751 758 1,014 1,006 1,013 1,000 1,008

人件費 4,261 4,037 4,271 4,281 4,366 7,850 7,109 7,041 7,289 7,837

事業等経費 350 305 315 335 362 2,858 2,231 3,181 2,948 2,900

その他 1,356 1,147 1,176 969 1484 0 0 0 0 0

指定管理納付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②合計 14,054 13,026 14,088 14,124 14,835 11,914 11,914 11,519 11,562 12,027

③純収支（①－②） 628 1,510 1,406 1,491 1,282 37 -1,661 -543 -582 -1,318

施設名 稲野公園運動施設（非公募） <単位:千円> ローラースケート場（公募） <単位:千円>

年度
令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

2019 2020 2021 2022 2023 2019 2020 2021 2022 2023

市の収入 4,028 2,884 3,431 4,283 4,833 0 0 0 0 0 

(内、使用料収入) 4,021 2,881 3,426 3,804 4,826 0 0 0 0 0 

市の支出 13,908 14,520 15,220 14,208 15,373 3,400 4,185 3,859 3,400 3,440 

(内、指定管理委託料) 13,908 13,908 13,984 14,208 14,626 3,400 3,400 3,400 3,400 3,440 

実質経費（歳出－歳入） 9,880 11,636 11,789 9,925 10,540 3,400 4,185 3,859 3,400 3,440 
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【市民ニーズの調査結果（１）】

◇「スポーツ・運動に関する市民アンケート(R4.7) 対象：18才以上の市民、回答者数：1,205人」

・性別 ・年代

設問：スポーツ・運動施設に対する要望 設問：今後行いたいスポーツ・運動の種目

「伊丹市スポーツ推進計画」の中間見直しに際して、令和4年7月に実施した「スポーツ・運動に関する市民アンケート」では、
30代以上の回答が多く、「スポーツ・運動施設に対する要望」の上位は「スポーツ施設の充実」が最も多く、次いで「自然と触れ
合うことのできる施設整備」の順となっています。
また、「今後行いたいスポーツ・運動の種目」においては、散歩・ウォーキングが最も多く、第３位にはラジオ体操となるなど、

市民が日頃から手軽に実施でき、健康の維持増進にも繋がるスポーツの人気が高いことがうかがえます。

男性 516人 42.8%

女性 671人 55.7%

無回答 18人 1.5%

10代 21人 1.7% 40代 197人 16.3% 70代 243人 20.2%

20代 88人 7.3% 50代 208人 17.3% 80代以上 122人 10.2%

30代 139人 11.5% 60代 168人 13.9% 無回答 19人 1.6%

⑤ 市民アンケート等について
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【市民ニーズの調査結果（２）】

◇「スポーツのニーズに関するアンケート調査(R5.12) 対象：小学生以上の市民、回答者数：751人」

・年代

令和5年12月に、将来世代である小中学生を中心とした「スポーツのニーズに関するアンケート調査」を実施しました。
直近１年間のスポーツ実施状況では、小中学生は、水泳が最も多く、次いでサッカー、ウォーキング・ランニングの順となり、実

施場所は、公共スポーツ施設が最も多く、次いで学校のグラウンドや体育館の順となっています。
また、一般では、ウォーキング・ランニングやフィットネス等の割合が高く、次いでサッカー、サイクリングの順となり、実施場

所は、ウォーキング・ランニングを行う公園、広場等が多く、次いで公共スポーツ施設の順となっています。

小学生 245人 32.6%
高校生以上

20代
59人 7.9% 40代 97人 12.9% 60代 21人 2.8%

中学生 226人 30.1% 30代 48人 6.4% 50代 48人 6.4% 70代以上 7人 0.9%

問４ この1年間にどんなスポーツをしましたか。n=637
※複数回答 選択肢30中、上位10位を記載

39

131

43

31

21

3

29

34

20

11

128

26

29

22

25

43

15

8

21

29

ｳｫｰｷﾝｸﾞ、ﾗﾝﾆﾝｸﾞ

水泳

ｻｯｶｰ

野球

ﾃﾆｽ

ﾌｨｯﾄﾈｽ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

ﾀﾞﾝｽ

体操・新体操

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

ｻｲｸﾘﾝｸﾞ

問５ この1年間にどこでスポーツを行いましたか。n=637
※複数回答 選択肢8中、上位5位までを記載

231

222

164

151

89

105

69

113

48

55

伊丹ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ、緑ヶ丘体育館、猪名川河川

敷運動広場などの公共ｽﾎﾟｰﾂ施設

学校のｸﾞﾗｳﾝﾄﾞや体育館

公園、広場、空き地など

ｽｲﾐﾝｸﾞｽｸｰﾙ、ﾀﾞﾝｽｽﾀｼﾞｵなどの民間ｽﾎﾟｰﾂ施

設

自宅

167

157

72

53

46

46

44

42

41

40

336

291

277

199

144

一般小中学生 一般小中学生
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【市民ニーズの調査結果（３）】
◇「スポーツのニーズに関するアンケート調査(R5.12) 対象：小学生以上の市民、回答者数：751人」

新たなスポーツの実施率は２割程度ですが、今後行いたい割合は、小中学生で４割、一般では５割を超えています。
これらの新たなスポーツは、オリンピックの正式種目となったことでメディアに大きく取り上げられるなど、全国的に注目されたこ

とで、未経験者でも関心があることがわかります。
種目別の小中学生は、スケートボード、3×3バスケットボール、スポーツクライミングがほぼ同等に上位にあがっています。また、

一般は、スポーツクライミングが最も多く、次いでスケートボード、3×3バスケットボール、インラインスケートが続いています。

問９ 新しいスポーツを、今後行ってみたい、やり続けたいですか。

問１０ 今後行ってみたい、またはやり続けたい新しいスポーツ
を全て選んでください。 n=345 ※複数回答

108

112

109

71

46

45

30

68

46

41

24

41

7

22

ｽﾎﾟｰﾂｸﾗｲﾐﾝｸﾞ

ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ

3×3ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

ﾊﾟﾙｸｰﾙ

ｲﾝﾗｲﾝｽｹｰﾄ

ﾌﾞﾚｲｷﾝ（ﾌﾞﾚｲｸﾀﾞﾝｽ）

BMX（ﾊﾞｲｼｸﾙﾓﾄｸﾛｽ）

一般小中学生

176

158

150

95

87

52

52

【一般】【小中学生】

問６ 次の新しいスポーツを行ったことがありますか。
スケートボード、3×3バスケットボール、スポーツクライミング、インラインスケート、
ブレイキン（ブレイクダンス）、BMX（バイシクルモトクロス）、パルクール
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【市民ニーズの調査結果（４）】
◇「スポーツのニーズに関するアンケート調査(R5.12) 対象：小学生以上の市民、回答者数：751人」

市内の公共スポーツ施設のうち、どのような施設の整備・充実が必要かについての回答では、既存の屋外施設や体育館、室内温水
プールのほか、新しいスポーツができる施設や、多目的に使える運動広場などのニーズも上位にあがっています。

問１１ 伊丹市の公共スポーツ施設について、
整備・充実が必要だと思いますか。

問１２ どのような施設について、整備・充実が必要だと思いますか。
n=531 ※最大3つまで回答

120

131

92

82

60

36

59

26

6

22

22

88

71

55

64

56

46

17

28

43

11

19

屋外施設（陸上競技場、野球場、ｻｯｶｰ場、ﾃﾆｽｺｰﾄ）

体育館（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝなど）

新しいｽﾎﾟｰﾂができる施設（ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞなど）

室内温水ﾌﾟｰﾙ

多目的運動広場（ﾌｯﾄｻﾙ、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌなど）

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ施設（ﾌｨｯﾄﾈｽ、ｴｱﾛﾋﾞｸｽ、ﾖｶﾞ、ﾀﾞﾝｽなど）

屋外ﾌﾟｰﾙ

ﾛｰﾗｰｽｹｰﾄ場

ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ・ｳｫｰｷﾝｸﾞｺｰｽ

武道場（柔道、剣道、なぎなた、空手など）

その他

208

202

147

82

76

49

必要だと思わない

5.7%

(16人)

必要だと思う
82.1%

(230人)

わからない

12.1%

(34人)

必要だと思う
63.9%
(301人)

必要だと思わない

9.1%

(43人)

わからない

27%

(127人)

146

116

54

33

41

【一般】

【小中学生】 一般小中学生
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３．スポーツ施設等の課題

本市では、すべての市民がライフスタイルに応じたスポーツ習慣を身に付け、継続的にスポーツに親しむことで、心身の健康と体力の維
持増進、健康寿命の延伸、スポーツを通した人との交流による、明るく豊かな生活と地域社会の実現を目指しています。

スポーツ施策の推進は、「誰でも気軽に」取り組める生涯スポーツと、「競技力向上」を目的とした競技スポーツの両輪を推し進めてい
く必要があり、それぞれで施設に求められるものも異なります。

持続可能な地域スポーツ環境の確保・充実を図るためには、公共スポーツ施設だけではなく、様々なスポーツ資源を活用することも考え
併せながら、生涯スポーツ社会の実現に向け、市民のスポーツの場を確保していく必要があります。

スポーツ施策の現状をうけて

公共スポーツ施設は築後30年から40年経過している施
設が大半であり、中でも伊丹スポーツセンターは50年
を経過するなど、老朽化の影響が顕在化している。

限られた財源の中で多様なニーズに対応するため、施
設整備の方針や計画の策定、民間の資金やノウハウを
活用したスポーツ施設の魅力や向上や収益性確保。

多様化するスポーツニーズや、気軽に誰もが
利用できる施設の充実等が必要。

スポーツが気軽にできる場としての公園、広
場、緑道、学校等のオープンスペース等、施
設以外にもスポーツができる場の創出。

『量』 的 課題 『質』 的 課題

少子高齢化や、競技形態の変化など、スポーツ施設に求められる要望も多種多様になっています。
公共スポーツ施設の多くは老朽化しており、安全性を確保するため、中長期的な視点に立った施設整備が求められています。
限られた財源の中で多様なニーズに対応するため、施設整備の方針や計画の策定、民間資金の活用検討等を計画的に進めることが
必要です。
社会状況や市民ニーズの変化、公共スポーツ施設以外のスポーツ資源の活用可能性等を考慮する必要があります。

スポーツ施設の適正化に向けた課題
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